
【倫理】 

〜ClassPad.net のファイルふせん・⼿描き機能を活⽤する〜 

社会主義の形成過程と、社会主義に関連する思想について理解する授業 
さまざまな思想をもとに、現代の状況を分析して理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主にテキストふせんを利⽤して内
容を整理する。また、必要に応じ
てファイルふせんやリンクふせん
などを活⽤し、関連する画像や動
画を提⽰する。 
また、EX-word ふせんを使⽤し
て、⽤語の解説も併せて⾏う。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別

途ご購⼊いただくことでこの機能は
ご利⽤いただけます。 

 

概要の説明 
社会主義の形成過程と基本的な考え⽅、
社会主義に関連する諸思想の理解を踏ま
えたうえで、それぞれの⽴場で現代の問
題を捉えるという授業の⽬標を伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
基礎的な事項の確認 
「社会主義のはじまり」の部分から⼊
り、「科学的社会主義」や「マルクス・
レーニン主義」「フェビアン社会主義」
「社会⺠主主義」などの太字重要語句を
中⼼に、⽤語の内容や意味を確認して、
事柄の整理を⾏う。 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：社会主義の基本的な考え⽅を確認し、時代とともに形成されたさまざまな思想に

触れて現代の問題と向き合わせることで、多様な物事の捉え⽅を意識させる。 
⽣徒向けの⽬標：社会主義に関するさまざまな思想を整理し、社会主義に関わる歴史上のできごと

や現代における諸問題の理解に努める。 
 
 【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・課題の配布→回収→管理→添削→返却の効率化： 

        授業⽀援機能や提出機能を利⽤することで、授業を通じた⽣徒による成果物を⼀元
管理することが可能になる。 

・協働学習促進：各種ふせんにまとめた内容を授業⽀援機能で即時に共有することで、容易且つ円
滑にグループワークや討論に⽣かすことができる。 

・探究学習促進：議論において、別グループが作成したファイルふせんに指摘し合わせることで、各グ

ループの思考プロセスを踏まえながらクラス全体で思索を深めることができる。 
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グループ分けと課題設定 
クラスを 3 つのグループに分け、各グル
ープに step2 で確認した思想のうち、
「科学的社会主義」「マルクス・レーニ
ン主義」「フェビアン社会主義」を割り
当てる。 
 
 
 
 
グループワーク① 
教師は各グループに以下の課題に取り組
むよう伝える。 
〈課題内容〉 
 物価⾼が続き、貧富の差が拡⼤する状

況を解決するためにはどうすればよい
か。各思想に⽴って考えなさい。 

〈条件〉 
 ・各思想の理解を深める⽬的に限り、

Web 検索を可とする（AI 不可）。 
 ・教科書や資料集の参照は可とする。 
 ・説明内容になるべく既習事項を盛り

込むよう努める。 
 
 
 
グループワーク② 
step4 で考えた解決策を各グループに発
表させ、グループ同⼠による討論を始め
させる。 
〈討論の際の条件〉 
 各グループは、他グループの思想を批

判したうえで、「⾃分たちの思想であ
れば〜」というような形で主張する。 

 
 
 
答え合わせ・まとめ・宿題 
各グループに割り当てた思想を改めて確
認し、各思想に基づいた課題解決の⼀例
をクラス全体に提⽰する。 
最後に「⾃由と平等が両⽴するために必
要だと考えることをまとめてくる」とい
う宿題を出す。 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
キューバにおける社会主義の実態に関し
て記載された記事を紹介する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題が書かれたテキストふせんを電
⼦⿊板やプロジェクター等で投影
し、全体に提⽰する。 
⽣徒には、新たにテキストふせんを
作成し、同時編集機能を⽤いて、課
題に対する解決策をまとめるよう指
⽰する。 
その際、教科書の太字語句は⾚字、
既習事項は⻘字、その他は⾃由形式
でまとめるよう伝える。 
まとめ終えたら、課題として教員に
提出させる。 
 
 
 
 
各グループが作成したファイルふせ
んを、授業⽀援機能を⽤いてクラス
全体で共有し合ってもらう。 
討論の際には、適宜、⼿描き機能や
レーザーポインター機能などを活⽤
して、他グループのファイルふせん
に指摘を⼊れながら主張させる。 
 
 
 
 
宿題は、内容が記載されたフォーマ
ットを Word等を利⽤して作成して
おき、ファイルふせんにして、授業
⽀援機能を⽤いて⽣徒に送信する。 
 
 
 
 
 
 
 
以下のサイトの URLを貼り付けたリ
ンクふせんを授業⽀援機能で⽣徒に
配布し、閲覧を促す。 
「配給制度の限界、市⺠の国外⼤脱
出…キューバの社会学者に現実を聞
いてみた」
（https://livhub.jp/column/cuba-
sociologist.html） 


